
令和８年度第１回市川市男女共同参画推進審議会 

次  第 

 

 

 
日 時： 令和８年７月７日（火） 午前 10 時～ 

 

場 所： 市川市男女共同参画センター 

６階 研修室 F 
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《市川市男女共同参画推進審議会》

令和８年７月　ダイバーシティ推進課

資料1-1

市　川　市　男　女　共　同　参　画　基　本　計　画

第　８　次　実　施　計　画　（令和５～７年度）
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○ 主要課題・成果指標一覧(４頁)は、成果指標に係るe-モニターアンケート(令和７年度のみいちモニ)結果、
及び、達成率を掲載しています。　　※達成率（％）　＝　結果　÷　目標値

○ ５～１９頁は、各事業の実績報告書です。

○ 所管課自己評価について
進行管理事業について、目標数値とその実績から4段階で評価をしています。

□ ： 十分達成できた
□ ： 概ね達成できた
□ ： やや不十分だった
□ ： 不十分だった

　本報告は、「市川市男女共同参画基本計画　第８次実施計画｣に記載されている計画事業について、市川市
男女共同参画社会基本条例第9条第1項に定める令和7年度の進捗状況を表した「年次報告書」です。

∞年次報告に関する説明∞
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（１）各種審議会等委員への女性の参画の促進 （39）男女共同参画による家庭の確立

（２）人材情報の整備と提供 （40）専業主婦への家族の協力

（３）広報広聴活動の充実 （41）家庭責任を果たすための学習機会の提供

（４）事業所及び各種団体等における女性の参画の啓発 （42）自立を支える福祉の充実

（５）女性の自立及び自己決定能力の育成への支援 （43）男女が共に安心して暮らす福祉の視点からの街づくりの推進

（６）家庭生活・地域社会等への参画の促進 （44）保育施設の整備、保育内容の充実

（７）市民団体等への活動支援 （45）子育てに関する情報提供と相談体制の充実

（８）男女共同参画を推進するためのインターネットの活用 （46）児童虐待の発生を防ぐ意識と環境づくり

（９）啓発事業の推進 （47）各種相談事業の拡充と情報提供

（10）情報の収集と提供 （48）自立のための支援制度の促進

（11）調査・研究の推進

（12）法令等に関する学習機会の充実 （49）社会参画の促進と生活支援

（13）情報識別・選択能力の向上 （50）高齢者虐待を防ぐ環境づくり

（14）発行物における性にとらわれない表現の促進 （51）介護にかかわる人の育成と確保

（52）施設の基盤整備と内容の充実

（15）相手を大切にする心を育む教育の推進 （53）介護予防への取組の強化

（16）性別にも配慮した平等教育、保育の推進

（17）就学前教育等従事職員への意識啓発・研修の充実 （54）相談事業の充実

（55）相談事業にかかわる人への情報提供と研修の要請

（18）全教育内容における男女平等の意識づくり

（19）自立能力を育成する教育の推進 （56）生涯を通じた健康の管理の意識啓発と情報提供

（20）性に関する教育の充実 （57）医療関係者への意識の浸透と研修の要請

（21）教育関係者に対する研修の充実

（22）男女共同参画意識に基づいた学校運営の推進 （58）健康教育の充実と相談支援

（59）妊娠・出産期における健康支援

（23）家庭における家族の協力、助け合いの意識づくり （60）思春期・成人期・高齢期における健康支援

（24）家庭教育に関する相談事業の充実 （61）女性の健康を脅かす問題についての対策の推進

（25）情報の収集と提供 （62）健康増進施設の充実

（26）学習内容の充実 （63）医療関係機関との連携強化

（27）生涯学習を進めるための施設の充実

（64）あらゆる暴力に対する社会的認識の徹底と対策の推進

（28）就業機会の拡充、再雇用制度の普及促進 （65）性の商品化の根絶

（29）あらゆる分野における働き方への支援 （66）暴力に関する調査・研究

（30）職業意識、職業能力向上のための講座・研修の充実

（31）就業相談等の充実 （67）相談体制の充実

（68）自立支援と更生支援

（32）働く場における男女共同参画の推進 （69）関係機関の連携とネットワーク体制の確立

（33）働く場における母性保護の意識の浸透と制度の充実

（34）働く場における男女の労働条件の向上 （70）国際理解と国際協力

（35）働く場における労働環境の整備 （71）国際交流の推進と民間団体の支援

（36）労働相談の充実

（72）相互理解のための交流活動の推進

（37）仕事と子育て・介護の両立支援 （73）情報提供と相談体制の確立

（38）多様な働き方への支援

（74）庁内推進体制の充実と組織の強化

（75）市民との連携

（76）国・県・関係機関等との連携

（77）施策の推進状況の把握

（78）施策の点検と評価の研究
24．計画の進行管理の充実

７．男女共同参画社会の
　形成を目指す国際的協
　調の推進

21．国際的な協調と相互
　協力の推進

22．在住外国人と共に
　目指す男女共同参画社会

10．男女が共に働き続ける
　ための社会環境の整備

８．男女共同参画を推進
　する体制の整備

23．推進体制の充実

６．人権を侵害する暴力
　の根絶

19．暴力を許さない社会の
　基盤づくり

３．ワーク・ライフ・
　バランスの推進による
　職場における男女共同
　参画の実現

8．就業機会の男女平等に向
　けた支援

20．被害者への相談・支援
　および加害者への教育・
　研修、更生支援

9．男女共同参画に向けた雇
　用環境の整備促進

7．地域での男女共同参画を
　進める生涯学習の推進

18．心身の健康づくり体制
　の充実

２．男女共同参画の意識
　づくりと教育の推進

3．男女共同参画社会の形成
　の視点からの社会制度・
  慣行への配慮

13．障がい者家庭とひとり
　親家庭等の自立支援

14．高齢者への福祉の
　充実・　自立支援

4．就学前教育における男女
　平等教育の推進

15．自立を支援する総合
　相談事業の推進

5．学校教育における男女
  平等教育の推進

５．生涯を通じた健康
　支援

16．生涯を通じた健康の
　管理・保持増進

17．生涯を通じた心身の
　健康づくり支援

6．家庭における男女平等教
　育の推進

１．あらゆる分野への
　男女共同参画の促進

1．政策・方針決定過程への
女性の参画

４．男女が協力し、支え
　合う家庭の確立と福祉
　の充実

11．生活の場での自立の
　推進

2．市民活動における男女
　共同参画に向けた支援

12．男女で担う子育ての
　環境づくり

【施　策】【主要課題】 【個別課題】 【施　策】 【主要課題】 【個別課題】

体 系 図
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■主要課題・成果指標一覧

（主要課題ごとに設定した成果指標について）
　※市川市ｅ－モニター制度（令和７年度のみ、いちモニ）によるアンケート結果を成果指標としています。

結果(上段)
/目標値(下段)

達成率
結果(上段)

/目標値(下段)
達成率

結果(上段)
/目標値(下段)

達成率

 7 男女共同参画社会の
　 形成を目指す国際的協調
　 の推進

市川市は外国人が安心して暮
らせるまちだと考える人の割
合

53.1％

58％

６１．５％

93.1％

88.5%

90％ 92％

100.6%
88.0%

97.8%

88％

８４．４％
91.7％

53.5%

62％ 66％

92.2%

50.8%

81.9%

100％

９６．４％
96.4％

68.2%

72％ 74％

97.4%
70.9%

98.5%

70％

７２．２％
97.5％

95.5%

100％ 100％

95.5%
94.6%

94.6%

54％

６２．１％

107％

80.8%

80％ 85％

107.7% 99.2％

75％

８４．４％78.3%

97.9%

52.2%

56％ 58％

96.7%

56.4%

100.7%

11.3%

18％ 22％

80.7% 162.2％
 2 男女共同参画の
    意識づくりと教育の推進

社会全体で「男女の地位は平
等になっている」と思う人の
割合

11.8％
14％

３５．７％27.5%
152.8%12.0%

令和５年度 令和６年度 令和７年度

 1 あらゆる分野への
    男女共同参画の促進

市の政策や社会のあらゆる分
野において「男女共同参画が
進んでいる」と思う人の割合

22.0％

24％

２７．９％

114.6％

24.9%27.5%

26％ 28％

99.6％95.8%

参考
令和4年度

24.4%

77.0%

54.9%

69.9%

96.5%

50.9%

90.3%

主要課題 成果指標 R3現状値
(令和4年2月)

 4 男女が協力し、
　 支え合う家庭の確立と
　 福祉の充実

「夫は外で働き、妻は家を守
る方がよい」という考えに反
対する人の割合

52.6％

 3 ワーク・ライフ・
    バランスの推進による
　 職場における
    男女共同参画の実現

「ワーク・ライフ・バラン
ス」という言葉を知っている
人の割合

74.1％

 6 人権を侵害する暴力の
　 根絶

ＤＶは人権侵害であると認識
する人の割合

96.7％

 5 生涯を通じた健康支援
自分の健康のために何かして
いる人の割合

68.5%

 8 男女共同参画を
　 推進する体制の整備

「男女共同参画社会」という
用語を知っている人の割合

86.9％
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第８次実施計画　令和７年度年次報告書　抜粋

資料1-2

NO 個別課題事業名 指標 目標値
R7年度
実績

自己
評価

未達成の主な理由等 今後の対応等

1
各種審議会等への女性
委員の登用の促進

各種審議会等の
女性委員割合

40% 32.9% 不十分
分野によっては、長や役職に限ら
ず、そもそも女性が少ないことも大
きな要因である。

担当部署へのヒアリングを継続しつつ、社会全体の女
性活躍・男女共同参画の推進のため、講座の開催を含
め周知啓発を行う。

2
女性職員の管理職登用
の促進

市職員の女性管
理職割合

30% 22.8%
やや
不十分

管理職登用試験の受験者数が減少
している状況で、女性も同様に減少
している。

目標達成に向け「女性職員研修」の内容をはじめ効果
的な取り組みについて、人事課と協議し、今年度は内容
を見直した研修を実施する。

6
男女共同参画センター
使用団体の
活動支援

男女共同参画セン
ターの利用団体
数

571以上 351 不十分
当初目標値を誤り、令和３年度現状
の350に修正のため、「十分達成で
きた」とする。

-

12 人権教室の実施
人権教室の実施
校数

39 37
やや
不十分

小学校からの希望に基づき実施して
おり、希望がなかったため。

今年度は、全３９校で実施予定。

15
情報資料室における男
女共同参画関連図書情
報の提供

男女共同参画関
連図書情報の提
供回数

12 5
やや
不十分

令和８年２月に、情報資料室の図書
館機能撤退に伴い、新規図書の購
入が控えられたため。

男女共同参画関連の情報提供の役割を残しつつ、情報
資料室であったスペースを有効に活用できる方法を検
討しており、令和９年度中に新たな形で提供できるよ
う、予算要求を行っていく。

19
市職員へのワーク・ライ
フ・バランス推進に関す
る情報発信

市職員の育児休
業、介護休暇取得
等に関する情報発
信回数

13以上 11
やや
不十分

職員課によるパンフレットやリーフ
レット等で周知したが、目標には達し
なかった。

ウィズプランでは市職員に限らずに推進することとして
おり、職員課による職員への周知に加え、企業や市民
等に対してワーク・ライフ・バランス講座を実施する。

20
家庭における男女共同
参画の推進に向けた講
座の実施

家庭における男女
共同参画の推進
に向けた講座の参
加人数

14 13
やや
不十分

家庭内というテーマということで、子
どもも参加しやすい夏休みに開催し
たものの、直前のキャンセルが多く未
達成となった。

新たな家族が増え、家庭内の協力がより求められるこ
ととなる、育休取得（予定）者をターゲットとした講座の
開催を今年度は検討している。
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第５次ＤＶ防止実施計画　令和７年度年次報告書　抜粋

資料2-2

NO 個別課題事業名 報告 目標値
R7年度
実績

自己評価 未達成の主な理由等 今後の対応等

10
相談員ケース検
討会議の実施

会議実施
回数

４８回 ４２回 やや不十分
予定していた日程に緊急対応等が
入り、予定通り週１回程度の実施が
できなかった

週1回程度を定期とするが、緊急対応時に行う
打ち合わせ（担当間のものや、管理職含むもの
もあり）についても、枠にこだわらずに実施し、
実績を残していく

27
支援団体との
連携

連携事業の
実施回数

６回 ４回 やや不十分
市民団体のサポーターが慢性的に
不足している状況であるため、開催
できない日程が発生した

令和８年度は、サポーター養成講座の開催を検
討している



ウィズプランに基づく令和８年度事業概要 資料３

⽬標値
(現状値)

今年度の主な取組 旧計画 ⿊（男⼥）/紫（DV）

５．政治分野における男女共同参画推進のための情報発信

７．市民・使用団体等への男女共同参画情報の発信

８．男女共同参画の推進のための講演会・講座の実施

９．市職員への男女共同参画に関する情報の発信

１５．情報資料室における男女共同参画関連図書情報の提供

１６．千葉県男女共同参画地域推進員との連携

２８．男女共同参画に関する情報収集

１１．未就学児への男女共同参画啓発

１２．人権教室の実施

１３．人権講演会の実施

３． ⼈権擁護委員と協働した⼈権教室及び⼈権講演会の実施 

２４．市民等への人権啓発情報の発信

２５．人権啓発イベントの実施

１４．家族の協力体制構築のための講座の実施

２０．家庭における男女共同参画の推進に向けた講座の実施

１７．就労支援に関する講座等の実施

１６．就労⽀援に関するセミナー等の実施

１８．事業所等へのワーク・ライフ・バランス推進啓発

１９．市職員へのワーク・ライフ・バランス推進に関する情報発信

７．男⼥共同参画センターの運営 (369団体) 貸館業務 ６．男女共同参画センター使用団体の活動支援

８．男⼥共同参画センター使⽤団体の活動⽀援 (20回) 共催、後援依頼があった際に対応 ６．男女共同参画センター使用団体の活動支援

９．各種審議会等への積極的⼥性委員の登⽤の推進 1回以上 調査、ヒアリングの実施 １．各種審議会等への積極的女性委員の登用の推進

１０．⼥性職員の管理職登⽤の促進 1回以上 ⼥性職員研修の実施 ２．女性職員の管理職登用の促進

１１．市職員への男⼥共同参画に関する研修等の実施 1回以上 ウィズレターの発⾏ ４．市職員への男女共同参画に関する研修の実施

１２．避難所運営等における男⼥共同参画の視点の反映【新規】 1回以上 地域防災課、危機管理課との調整

１３． ＤＶ等暴⼒の根絶に向けた啓発活動 8回以上 ２講座、電光掲⽰板、広報いちかわ、ＳＮＳ、パネル展⽰等 ２． ＤＶ根絶強化⽉間における啓発活動

１４．デートＤＶ、ストーカーの予防啓発 42校以上 リーフレット（中学⽣）・ポスター（市内⾼校）作成、配布 ４． 学校におけるデートＤＶ、ストーカーの予防啓発

１５．ＤＶと児童虐待の関連性に関する周知・啓発 1回以上 こども家庭相談課と共同で⼤学⽣に講義 ２８．ＤＶと児童虐待の関連に関する認知度を⾼めるための協働・連携

１６．犯罪被害者等⽀援に関する啓発【新規】 10箇所以上 リーフレット作成、配布（庁内、他機関）

２１．女性のための相談

２７．外国人への相談対応

８．⽀援体制強化のための相談経過記録の作成

１９．訪問⾯接の実施

２０．同⾏⽀援の実施

２２．女性弁護士による女性のための無料法律相談

９．⼥性弁護⼠による無料法律相談の実施

１９．犯罪被害者等への⽀援【新規】 ー 相談の受付、⾒舞⾦の⽀給

２０．緊急⼀時保護対応 (7件) ⼥性相談にて希望があった際に聴き取り、情報提供等 １２．緊急⼀時保護の実施

１５．⽣活再建に必要なＤＶ相談証明書の発⾏

１８．保護命令申⽴て時における書類作成に関した助⾔・⽀援

２２． 相談窓⼝の周知活動 79箇所以上 周知カードの作成、配布 １． 相談窓⼝の周知活動

１０．相談員ケース検討会議の実施

２６．個別ケース検討会議の実施

１３．ＤＶ相談担当職員のスキルアップのための研修への参加

１４．ＤＶ相談担当職員の相談対応⼒向上のための研修の実施

２５．相談者の転⼊出にかかる⾃治体等との情報連携 ー
シェルター等の退所後に市外へ転出
あるいは市外から市内へ転⼊してきた被害者の情報連携

１７．施設等退所後に居住する⾃治体等への情報提供

５． 関係部署に向けた情報発信

６． 教育現場の職員に向けた情報発信

７． 通報への的確な対応

１１．警察との連携

２１．⼦どもの⼼のケア・発達⽀援のための関係機関・関係部署との連携

２２．学校関係部署との連携

２３．保育関係部署との連携

２７．⽀援団体との連携

２６．家庭等における暴力等対策ネットワーク会議の開催

２４．家庭等における暴⼒等対策ネットワーク会議の実施

２５．ＤＶ被害者の保護及び⽀援に関する会議の実施   

２８．LGBTQ+に関する理解促進 6回以上 講座（年３回）、ウィズレターのコーナー １０．ＬＧＢＴQ＋に関する理解促進のための啓発

２９．市川市パートナーシップ・ファミリーシップ届出制度の運営【新規】 6団体以上 予約制にて受付、関係機関への周知（医師会等）

３０．多様性に配慮した表現の促進【新規】  1回以上 庁内向け発信 施策「性にとらわれない表現の促進」から事業へ

男⼥共同参画に関する市⺠意識調査の実施 いちモニでアンケート調査 ２９．男女共同参画に関する市民意識調査の実施

男⼥共同参画推進審議会の運営

計画の進捗管理

３．市川市女性人材登録台帳活用の促進

２３．SNSを用いた女性のための相談
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10回以上

39校以上

2回以上

2回以上

2回以上

３．⼈権に関する周知・啓発

４．家庭における男⼥共同参画の推進に向けた講座等の実施

５．就労⽀援に関する講座等の実施

１．男⼥共同参画情報の収集と周知・啓発

２４．スキルアップのための研修への参加・実施

２．⼈権教育の実施

ワークライフバランス講座
庁内向け発信（職員課）

６．ワーク・ライフ・バランス推進啓発

１７．⼥性相談⽀援

１８．⼥性弁護⼠による無料法律相談

２１．ＤＶ相談証明書等の発⾏と保護命令申し⽴てにおける助⾔等の⽀援

【⼥性のためのあらゆる相談】

平⽇ ９〜１６時
⼟曜 ９〜１２時半 ※休館⽇除く

Ｒ８．６⽉より、正午から１時間の休憩時間は取らずに対応中

週１回⽔曜⽇の午後、予約制にて対応

2回以上

(304件)

(73件)

(88件)
⽣活再建のため希望者へ発⾏
保護命令の書類作成に対する助⾔

⼈権教室（３９校）
⼈権講演会（５校）

市⺠まつり参加
ヒューマンフェスタ（１２⽉）実施

家事講座の実施
親⼦参加型の料理教室の実施

ステップアップセミナーの実施
デジタル⼈材育成講座の実施

週1回程度を定期とし、必要時には積極的に実施

県が⾏う研修への参加
年1回相談員が希望する内容の研修を⾏う

２６．関係機関・関係部署との連携と情報発信

ー

２３．ケース検討会議の実施

必要時に情報連携

情報レターの作成、発信

ネットワーク会議、実務者会議を各１回以上22機関以上２７．家庭等における暴⼒等対策ネットワーク会議等の実施

48回以上

10回以上

(111件)

①収集 会議等への出席

男⼥共同参画センター等会議

男⼥共同参画担当課会議

男⼥共同参画推進員会議

犯罪被害者担当課会議 等

②周知

広報いちかわへの掲載

公式Ｗｅｂサイトへの掲載

③啓発

男⼥共同参画推進講座

職場復帰⽀援講座

防災講座

復職・求職者向けロール

モデル提⽰講座 等
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事業１２ 【新規】避難所運営等における男女共同参画の視点の反映 

〇現時点での取組 

・危機管理担当部署における、女性に配慮した備蓄品（生理用品等） 

・BJ☆プロジェクト（女性職員による女性の視点からの災害への備え、避難所運営や 

被災者支援の在り方、復旧対策などの提言） 

    ・災害対策本部 被災者生活本部に「多様性班」設置し、主に女性や LGBTQ+の被災

者からの相談や要望を受け、避難所運営の改善につなげる役割を担う（その他、外国

人支援のグループもあり） 

〇今年度の取組 

   ・危機管理担当部署との連携により進める 

   ・国や県が整備している、女性の視点に立った防災運営に係る資料の活用方法の検討 

 

事業１３ DV 等暴力の根絶に向けた啓発活動 

〇DV 被害者サポーター養成講座の実施 

 

事業１７ 女性相談支援 

〇相談対応時間の拡大（昼休みをなくして９時から１６時まで通しで対応） 

（５月１８日～６月２９日）からの正午から 1 時間の枠内での電話対応件数 １５件） 

 

事業１９ 【新規】犯罪被害者等への支援 

〇犯罪被害者等への相談対応（令和７年度対応件数 ２６件） 

  ・女性のためのあらゆる相談事業とも連携した対応 

  ・見舞金の対象とならないインターネット上での誹謗中傷、二次的被害に関する相談 

    → 周知・啓発の強化 

〇見舞金支給 

・支給実績（R7 性犯罪３件、重傷病１件） 

 

事業２２ 相談窓口周知活動 

〇外国語のカードのリニューアル 

・国際交流課からの提言に基づく、言語や言語数等の検討・調整 

 

事業２８ LGBTQ+に関する理解促進 

〇周知啓発に係る新たな取組 

・千葉商科大学サービス創造学部ブライダルサービス・プロジェクトとの共催による講座

の開催 



 

事業２９ 【新規】パートナーシップ・ファミリーシップ届出制度の運営 

〇届出者のニーズ把握と制度の充実 

  ・届出手続き時のアンケート内容変更（届出者のニーズ把握） 

〇利用可能な行政サービスに関する情報提供の充実 

→届出受理証明の提示が無くても利用可能な行政サービス・制度の周知 

 

事業３０ 【新規】多様性に配慮した表現の促進 

〇「各種申請書等における性別記載欄に関する指針」の再周知 

・具体的事例を提示しながら庁内に周知 

・外国人や障がい者に係る表現の留意点も案内 
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